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 平成１７年１０月１７日 
 
 
 
 
 
 
 
 
各位 

       横浜市都筑区仲町台三丁目１２番１号 
       株式会社  ソディック 
       代表取締役社長  塩田 成夫 
       電話  045-942-3111（代） 

           （東証第二部 コード 6143） 
 

大型の金型に対応する 形彫り放電加工機「ＡＱ１５Ｌ」ならびに 

ワイヤ放電加工機「ＡＰ５００Ｌ」のリニアモータ駆動 ２機種 発売のお知らせ 

－ その特長と優位性のご紹介 － 
 
弊社は、このたび、リニアモータ駆動による高速高精度を活かした大型加工機ならびに中型加工機が、総

合産業である自動車業界から要求されているのに応えて、大型形彫り放電加工機「ＡＱ１５Ｌ」ならびに

中型ワイヤ放電加工機「ＡＰ５００Ｌ」２機種のリニアモータ駆動機を開発しました。 
 
 
「ＡＱ１５Ｌ」は、３軸リニアモータ駆動（大型では世界初）形彫り放電加工機AQ シリーズの開発を行

いました。主に大型金型ならびに中型深物加工をターゲットとした新形彫り放電加工機です。 
特に、この度の最大の需要である、世界的に増加している自動車関連のインパネ、フロント及びリヤバン

パーなど、コア金型の短納期化に特化して開発いたしました。 
また、デジタル機器関連製品（フラットパネルディスプレイ含む）では 多数個取りで生産を行うことが

でき、効率が大幅に向上します。 
 
 
「ＡＰ５００Ｌ」は、超精密ワイヤ放電加工機ＡＰシリーズの従来より大きい金型をターゲットとした機

種です。 
門型構造とセラミックス多用による安定した超高精度加工を受け継いでいます。 
特に、自動車関連の順送プレス金型やハイブリッド車用モータコアの金型製作に対応するべく開発いたし

ました。 
生産効率の向上が求められる物づくりをサポートします。 
 
 
今回、形彫り放電加工機「ＡＱ１５Ｌ」（同等モデル）、ワイヤ放電加工機「ＡＰ５００Ｌ」を、２００５

年１０月１９日～２２日、ポートメッセなごやで開催されます“メカトロテックジャパン２００５”にて

初出展・初披露いたします。 

高速・高精度加工を可能とする、リニアモータ駆動マシンの最新鋭 ２機種を一挙に公開！  

世界初！大型金型対応３軸リニアモータ駆動 大型形彫り放電加工機 「 ＡＱ１５Ｌ 」 
精密ｼﾘｰｽﾞ！中型金型対応リニアモータ駆動 中型ワイヤ放電加工機 「ＡＰ５００Ｌ」 
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● 特長 
・高効率を実現する、３軸リニアモータ駆動として世界初の大型金型対応 形彫り放電加工機 

       ・リニアモータ駆動による高精度を活かしつつ、最大加工電流値８０[Ａ]標準（オプショ 
ン対応で１２０[Ａ]、１４０[Ａ]に対応）による高速加工を実現。 

・幅広い加工ニーズに対応するリニア高速、高加速サーボジャンブ 
・最大加速度１．２２Ｇ（Ｇ：重力加速度）による高速・高加速サーボジャンプにより、

無噴流で高精度転写加工を実現。 
・加工物質量の影響を受けない、高精度なガントリー構造 

・加工物を固定するテーブル部を、（ベッド部をベースとする）ＸＹＺ軸ユニット部と完

全に分離することで、加工物の影響を受けない機械精度を安定維持。 
・加工ポイントの軸線上にＺ軸を配置し（クイル方式）、オーバーハングレス（偏荷重レ

ス）となるガントリー構造の採用により、全軸のリニアモータ推力を損なうことなく、

高応答で高精度な加工特性を実現。 
・ガントリー構造により、テーブル上の空間が開放され、加工物の段取り操作が容易とな

る。また、ツインドライブ新制御方式の採用により、安定した軸動作が可能。 
・厳しい環境下でも、安定した加工精度を維持する完全対称構造（前後・左右）を採用 

       ・前後、左右において完全対称形であるため、環境温度に対する姿勢変化の影響が最小限 
に抑えられ、安定した高精度加工が可能。 

・Ｙ軸サービスストロークによる作業性向上＆ＡＴＣ（電極交換ユニット）対応 
       ・サービスストロークを活用したＡＴＣユニットにより連続加工に対応し稼働率 
        が向上。 
    ・ツイン主軸方式による高効率加工を実現し、独自の干渉防止機能による、安心できる操作環境

を確立。（オプション対応） 
 
 販売予定価格は、「ＡＱ１５Ｌ」標準仕様で５２５０万円（税込み）～と設定し、２００５年１２月から

年間２０台の販売を予定しています。 

高速高精度 リニアモータ駆動大型形彫り放電加工機 「 ＡＱ１５Ｌ 」 の特長 

●基本仕様 
・ストローク 
  Ｘ軸 
  Ｙ軸（+ｻｰﾋﾞｽｽﾄﾛｰｸ） 
  Ｚ軸 
・ﾃｰﾌﾞﾙ寸法 
・加工ﾀﾝｸ内寸法 
・液面調整範囲（ﾃｰﾌﾞﾙ上面より） 
・最大懸垂質量 
・最大加工物質量 
・電極取付面とﾃｰﾌﾞﾙ上面までの距離 
・床面からﾃｰﾌﾞﾙ上面までの距離 
・機械本体寸法 
 （サービスタンク、電源部含む） 

９００ｍｍ

１５００（＋５００）ｍｍ

６００ｍｍ

１０００×２０００ｍｍ

１４００×２５００×８００ｍｍ

７５０ｍｍ

１００ｋｇ

１００００ｋｇ

３５０～９５０ｍｍ

１０００ｍｍ

３０５０×５２６０×３９７０ｍｍ 
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● 特長 

     ・高精度、高剛性化 
・ ベッド、サドル剛性アップ 
・ 門型構造による前後・左右対称構造 
・ 低摺動抵抗による独自のクロスローラガイド採用 

     ・操作性、メンテナンス性の向上 
・ 加工タンク前扉の上下開閉構造 
・ すっきりとした加工タンク内レイアウト 

     ・液処理システムの高速化対応 
・ 急送充填、高圧噴流 
・ 高精度な加工液温度制御 
・ 加工環境への適応化と定常化 

・高速仕様への機能充実 
・ 高速加工対応 最新鋭のNC 制御および電源搭載 
・ 段差形状に対応するシンキングサーキット（ＦＴＣ）機能標準装備 

 
 
 販売予定価格は、「ＡＰ５００Ｌ」標準仕様（水加工液浸漬タイプ）で３６７５万円（税込み）～と設定

し、２００５年秋から年間５０台の販売を予定しています。 
 
 
 

       問合せ先    株式会社 ソディック 
                  営業技術本部 営業技術部 
               澤崎 隆 
               電話 045-941-2222（代） 
 

高速高精度 リニアモータ駆動中型ワイヤ放電加工機 「 ＡＰ５００Ｌ 」 の特長 

●基本仕様 
・ストローク 
  Ｘ軸 
  Ｙ軸 
  Ｚ軸 
  Ｕ×Ｖ軸 
・テーパ加工制御角度 
  （板厚１００ｍｍにて） 
・最大加工物寸法 
・最大加工物質量 
・ワイヤ電極径 
・ワイヤ張力 
・ワイヤ送り速度 
・機械本体寸法 

 
 

５００ｍｍ 
４００ｍｍ 
１１０ｍｍ 

３５×３５ｍｍ 
±７° 

 
６５０×５００×１００ｍｍ 

１５０ｋｇ 
φ０．０５～０．３ｍｍ 

３～５Ｎ 
２５０ｍｍ/ｓｅｃ 

２３８０×１８４５×２２５０ｍｍ 

 


